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箱崎まちづくり協議会

まち協新聞
箱崎校区「夏祭り」盛大に開催

校区「夏祭り」が開催されました。今年は厳しい

暑さでしたが校区の方の多数の参加がありました。

今年は昨年立ち上がりました箱崎太鼓組の演奏

や、小学生・中学生の迫力あるソーラン締り、南

国情緒たっぷりのフラダンス、バンド演奏など、

大いに楽しむことが出来ました。最後の総踊りで

は、子どもも大人も箱崎がひとつのの輪になって

盛り上がりました。

又、7つの夜店も全部完売となりました。
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8月7日（土）午後6時より箱崎小

学校校庭で、恒例になりました、箱崎

特に子どもに人気のあるくじのところには長い列がで

迫力ある生徒たちのソーラン踊り

きていたようです。

今年も小学校の改築

工事のため会場が狭く

なり、皆様方にご不自

由をおかけしたと思い

ますが、実行委員の方々

箱崎小学校金管バンド

のご協力ですばらしい

夏祭りが出来たことを心より御礼申し上げます。
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ぶどうの袋かけ【天・ �瀬町交流】 
箱崎まちづくり協議会は平成14年
より大分県天瀬町との交流を始めてい

ます。

ぶどうの袋かけ・収穫交流会、子ども会では天瀬

の子供たちとの交流、夏祭りには天瀬町より夜店の

出店などしています。

今年も6月27日（日）に実施しました。あいに

くの天気でしたが19名の参加があり、3つの農園に

別れて作業をしました。秋の収穫が楽しみですネ

6月27日（日）天瀬のふど うの袋かけに参加しました。

野・江藤・相良農園の三つのグループに別れ、私たちは相良農園

に行きました。

前日から雨が降り、その日もやまず、袋をかけていると手を伝わっ

て雨の滴が体の中にはいってきました。1人、400枚～500枚

の袋をかけ終わると、そこには、白い花が咲いたようになって椅麓でした。

袋かけは初めての経験でしたが、早く大きい甘い“ぶどう”ができるのを楽しみに、
の収穫が待ち遠しい毎日です。　　　　　　　　　　網屋本町　　山崎敏子

応急手当講習会
7月11日に箱崎会館でまちづくり協議会（くらし交流部）

が主催した応急手当講習会

を行ないました。参加者は

27名でした。

当日は東消防署の救急救命士の方や近郊の女性消防団

の方など8名■ほどの指導者が来られました。はじめにビ

デオを見て3班に分かれて指導を受けました。受講者に

は初めての方も数名いらっしゃいましを。人工呼吸の時

にはなかなか息が入らなかったようです。

2時間の短い講習会でしたが、皆さんから習ってよかっ

たという声を聞きました。暑い中でしたが参加者の皆様お疲れ様でした。

参加者の声

啓発ビデオ「命の砂時計」を見た後、7～8名のグループに分かれダミーを使って人工

呼吸、心臓マッサージなどの指導を受けました。

呼びかけに始まり救急車の手配、気道の確保、人工呼吸、

心臓マッサージと進む中、軽い冗談を飛ばしながら和気

萬々の会話が講習を楽しくさせました。

本当は実際の救護はこれとまったく反対の場面で行な

われるはずですが、案外「覚える」というのはこんなリ

ラックスした中の方が頭に残るのではないでしょうか。

でも、人工呼吸などやってみるとやはり難しい。機会が

あれば何度でも遣っておくことが必要だと実感した講習

会でした。
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